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はじめに 
Bactrocera cucurbitaeは、分布範囲の広さ、加害能力、市場への潜在的影響から多くの国で大き

な脅威と捉えられており、防除をしていない果実は 100％の被害に達する場合もあるような重要な

病害虫である。このため、大韓民国では本種の寄主植物の輸入を禁止し、アメリカ合衆国等の多く

の国で本種の寄主植物に対して低温処理等の検疫措置を求めている。なお、日本では、本種は、植

物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有害動物であり、同施行規則別表

２に規定されている発生国からの対象植物の輸入は禁止されている。 
今般、本種の新たな発生国に関する情報があったことから、改めて本種に対するリスク評価を実

施し、現行の検疫措置の有効性を評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Bactrocera cucurbitae 
 

（２）英名、和名等 
melon fly, melon fruit fly, ウリミバエ 

 
（３）分類 

種類：節足動物 
科：Tephritidae（ミバエ科） 
属：Bactrocera 
 
近年、亜属とされていた Zeugodacus の階級が見直され本種を Zeugodacus 

cucurbitae とする報告もある（Meyer et al., 2015; Virgilio et al., 2015）。 
 
（４）シノニム（CABI, 2018; Drew and Romig, 2013; White and Elson-Harris, 1992） 

Bactrocera (Zeugodacus) cucurbitae 
Chaetodacus cucurbitae 
Dacus aureus 
Dacus cucurbitae 
Dacus (Strumeta) cucurbitae 
Dacus (Zeugodacus) cucurbitae 
Dacus yuiliensis 
Strumeta cucurbitae 
Zeugodacus cucurbitae 

 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１を参照。下線部は令和７（2025）年１月21日改訂時に追加。） 

アジア：インド、インドネシア、カンボジア、シンガポール、スリランカ、タイ、

台湾、中華人民共和国、ネパール、パキスタン、バングラデシュ、東ティモ

ール、フィリピン、ブータン、ブルネイ、ベトナム、香港、マレーシア、ミ

ャンマー、ラオス 
中東：アフガニスタン、イラン、オマーン 
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アフリカ：ウガンダ、エチオピア、カメルーン、ガンビア、ギニア、ケニア、コー

トジボアール、コンゴ共和国、コンゴ民主共和国、シエラレオネ、スーダ

ン、セーシェル、セネガル、ソマリア、タンザニア、トーゴ、ナイジェリ

ア、ニジェール、ブルキナファソ、ブルンジ、ベナン、マラウイ、マリ、

南スーダン、モーリシャス、モザンビーク、レユニオン 
大洋州：オーストラリア領クリスマス島、ソロモン諸島、パプアニューギニア、ハ

ワイ諸島、ミクロネシア 
 
※ 日本における本種の侵入から根絶までの歴史 

1919 年に八重山群島で発生が確認され、1929 年には宮古島でも発見された。その

後約 40 年間は宮古島以南に分布は限られていたが、1972 年に沖縄本島、1974 年に

奄美群島に分布を拡大した。また、1979 年には種子島、屋久島においても発生が確認

されたが、ただちに防除が行われた結果、定着には至らなかった。このため、南西諸

島では不妊虫放飼法による根絶防除事業が行われ、1993 年八重山群島での根絶確認に

より、防除開始から 22 年の歳月と総額 204 億円の防除費用（人件費除く。）をか

け、本種は日本から根絶された（石井ら, 1985; 小山, 1994; 奥村ら, 1981; 吉澤, 
1993）。 
なお、全国の主要な海空港等で誘引剤を用いた侵入調査を実施しており、本種の侵

入防止に努めている（植物防疫所, 2018a）。また、本種の再侵入防止防除として不妊

虫放飼体制が維持されており（小山, 1994; 沖縄県病害虫防除技術センター, 2018）、

本種が検出された場合、農林水産省、地方農政局、内閣府沖縄総合事務局、都道府県

など関係機関と協力して適切な防除を実施するための体制が整備されている（植物防

疫所, 2018a）。 
 

（２）生物地理区 
旧北区、東洋区、エチオピア区及びオセアニア区の４区に分布する。 

 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙２参照。） 

ウリ科（Cucurbitaceae） 
ウルシ科：カシューナッツ（Anacardium occidentale）、マンゴウ属（Mangifera） 
カタバミ科：ゴレンシ（Averrhoa carambola） 
クロウメモドキ科：ナツメ（Ziziphus jujuba (=Ziziphus vulgaris, Ziziphus sativa)） 
クワ科：イヌビワ（Ficus erecta）、オオイタビ（Ficus pumila） 
サボテン科：ヒロセレウス属（Hylocereus）（イエローピタヤを除く。） 

シクンシ科：モモタマナ（Terminalia catappa） 
トケイソウ科：クダモノトケイ（Passiflora edulis）、アデニア・ホンダラ（Adenia hondala）、 
ナス科：キダチトウガラシ（Capsicum frutescens）、トウガラシ（Capsicum annuum）、ト

マト（Lycopersicon esculentum (=Solanum lycopersicum)）、ナス（Solanum melongena）、
ソラヌム・アエティオピクム（Solanum aethiopicum）、ソラヌム・アングイビ（Solanum 
anguivi）、ソラヌム・マクロカルポン（Solanum macrocarpon）、ソラヌム・トリロバ

ツム（Solanum trilobatum）、オオブドウホオズキ（Physalis philadelphica (=Physalis 
ixocarpa)）、イヌホオズキ（Solanum nigrum）、キンギンナスビ（Solanum capsicoides 
(=Solanum aculeatissimum)）、ソラヌム・セッシリフロルム（Solanum sessiliflorum）、
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ソラヌム・リンナエアヌム（Solanum linnaeanum）、ダイオウナスビ（Solanum 
mauritianum）、タマサンゴ（Solanum pseudocapsicum）、ヤンバルナスビ（Solanum 
erianthum (=Solanum verbascifolium)）、コダチトマト（Cyphomandra betacea 
(=Pionandra betacea, Solanum betaceum, Solanum insigne)） 

パパイヤ科：パパイヤ（Carica papaya） 
バンレイシ科： アンノナ・セネガレンシス（Annona senegalensis） 
ブドウ科：テトラスティグマ・レウコスタフィルム（Tetrastigma leucostaphylum 
(=Tetrastigma lanceolarium)） 

フトモモ科：バンジロウ（Psidium guajava） 
マチン科：ストリクノス・スピノサ（Strychnos spinosa） 
マメ科：インゲンマメ（Phaseolus vulgaris）、キマメ（Cajanus cajan）、ササゲ（Vigna 

unguiculata）、フジマメ（Lablab purpureus (=Dolichos lablab)） 
ミカン科：スウィートオレンジ（Citrus sinensis） 
 
※ イエローピタヤを寄主植物としない根拠 

いずれの学名においても、本種がイエローピタヤを加害する情報はないため、イエロー

ピタヤは寄主植物ではないと判断した。 
なお、イエローピタヤの学名として近年は Selenicereus megalanthus (= Hylocereus 

megalanthus)（Korotkova et al., 2017; Ulloa Ulloa et al., 2017）とし、各国の植物分類に関

わる機関のサイト（英国王立植物園(Plants of the World online); ミズーリ植物園(Tropics); 
European Distributed Institute of Taxonomy(EDIT); フランス国立自然史博物館(Muséum 
national d’Histoire naturelle)）においてもこれを採用している（Plants of the World online, 
2020; Tropics, 2020; EDIT, 2020; Muséum national d’Histoire naturelle, 2020）。しかしな

がら、Hylocereus megalanthus 又は Selenicereus megalanthus はシノニム関係で、

Hylocereus megalanthus (=Selenicereus megalanthus)と分類される文献（Bauer, 2003; 
Tel-Zu et al., 2004）があるため、植物防疫所においてイエローピタヤは Hylocereus 
megalanthusと表記する。 

 
（２）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

インゲンマメ、カボチャ（Cucurbita moschata）、キュウリ（Cucumis sativus (=C. 
sativa)）、スイカ（Citrullus vulgaris (=C. lanatus, C. amarus)）、トマト及びナス：

47 都道府県で栽培。 
メロン（Cucumis melo）：46 都道府県で栽培。 
ニガウリ（Momordica charantia）：39 都道府県で栽培。 
マンゴウ（Mangifera indica）：沖縄、宮崎、鹿児島等 10 県で栽培。 

 
上記以外の寄主植物についても国内で広く分布又は栽培されている。 

 
４．寄生部位及びその症状 

雌成虫は寄主植物の果実の果皮下に数個～数十個の卵を産み、重複産卵された場合には１個の

果実に数百頭の幼虫が寄生していたこともある（CABI, 2018; 石井ら, 1985）。25℃の飼育条件

下では、平均総産卵数は約540個／頭、１日あたりの平均産卵数は約11個である（一戸ら, 
1976）。本種は熟果よりも幼果、ときにはウリ科の実生や茎の先端部などの軟らかい組織内に

も産卵し、若い茎、芽、つぼみ等も加害することが知られている（石井ら, 1985; Nishida and 
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Bess, 1957）。寄主植物に産卵痕が生じるが寄生初期段階では発見が困難である。幼虫は果実

内を加害し、加害された果実は腐敗し、落果する（CABI, 2018; 東・多良間, 1965）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

成虫が飛翔により移動する（CABI, 2018）。日本では放飼された不妊虫が海上を移動し、

その距離が最大200kmにも達することがトラップ調査で確認された（小山, 1994）。 
 
（２）人為分散 

寄生した果実により移動する（CABI, 2018）。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

卵：乳白色で大きさは、平均で長さ1.38mm、幅0.28mm（東・多良間, 1965）。 
幼虫：体長は１齢幼虫で1.5～2.6mm、２齢幼虫で3.0～5.5mm、３齢幼虫で7.0～

11.5mm。乳白色～淡黄色（CABI, 2018; 東・多良間, 1965）。 
蛹：囲蛹は長楕円形、淡黄色で大きさは5.5mm前後（東・多良間, 1965）。長さはたいてい

幼虫の体長の約60～80％（CABI, 2018）。 
成虫：体長は約５～８mm（東・多良間, 1965; 石井ら, 1985）。 

 
（２）繁殖様式 

有性生殖する（CABI, 2018; 東・多良間, 1965）。 
 
（３）年間世代数 

卵は産卵後１～２日以内にふ化し、幼虫期間は４～17日間で、土中で蛹化し、７～13日後

に成虫となって出現する。成虫は一年を通じて発生し、羽化後10～12日で交尾し、５～15
箇月生存する（CABI, 2018）。 
本種の発育零点及び有効積算温度は、卵は10.30℃で18.03日度、幼虫は9.41℃で108.15

日度、蛹は10.59℃で150.35日度、産卵前期間は12.08℃で183.02日度、卵から羽化までは

10.43℃で268.28日度であり、発育零点及び有効積算温度から推定される本種の日本各地に

おける年間世代数は、札幌２世代、青森３世代、東京５世代、鹿児島６世代、那覇９世代であ

る（奥村ら, 1981）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

収穫残さ（果実）、裂果及び傷果中でも生存できるため、落果その他の被害果は速やかに集

めて焼却等を行う（東・多良間, 1965; Nishida and Bess, 1957）。 
 
（５）休眠性 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

情報なし。 
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８．被害の程度 
寄主範囲が広く、防除をしていない果実は100％の被害に達する場合もある。本種の主要な寄

主植物はカボチャ、メロン等のウリ科植物である。加害能力、市場への潜在的影響から多くの国

で大きな脅威と捉えられている（CABI, 2018）。 
日本では、本種の根絶前に行われた調査では、沖縄県での被害果率は、シロウリ（Cucumis 

melo var. utilissimus）で58％、トウガン（Benincasa hispida）で58.6％、スイカで60.5％、ニ

ガウリで34.3％、カボチャで61.3％であった（東・多良間, 1965）。また、鹿児島県奄美大島

での調査では、トウガンで35.7～86.4％、スイカで11.3～20％、ニガウリで2.3～41％、カボ

チャで16.7%の被害果率で（嶋田ら, 1976）、奄美群島では防除ができてないほ場では、被害果

率が50～100%におよぶ場合も認められた（石井ら, 1985）。 
 
９．防除に関する情報 

産卵を防止するための果実の袋がけ、被害果実等の除去及び処分、誘引剤を利用した雄除去

法、不妊虫放飼法、ベイト剤（殺虫剤＋タンパク質餌）の散布による防除等（CABI, 2018; 東・

多良間, 1965; Nishida and Bess, 1957）。誘引剤はキュウルアを使用する（Drew and Roming, 
2013; FAO, 2018）。 
また、本種の未発生国の多くは、誘引剤を用いた侵入警戒調査を実施している（CABI, 

2018）。 
 
１０．日本における輸入植物検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表２に規定されており、本種が発生している

国又は地域からの該当する寄主植物の輸入は認められていない（輸入禁止）。しかし、以下の寄

主植物は、「農林水産大臣が定める基準に適合している。」（同規則別表２の付表）ことを条件

に輸入が認められている。 
（１）病害虫無発生地域の指定 

・ 中華人民共和国産メロン生果実、及び中華人民共和国新疆ウイグル自治区産カボチャ生果

実 
 
（２）蒸熱処理 

・ インド産アルフォンソ種、ケサー種、チョウサ種、バンガンパリ種、マリカ種及びラング

ラ種のマンゴウ生果実 
・ タイ産キオウサウェイ種、チョークアナン種、ナンカンワン種、ナンドクマイ種、ピムセ

ンダン種、マハチャノ種及びラッド種のマンゴウ生果実 
・ 台湾産ソロ種及び台農二号種のパパイヤ生果実、アーヴイン種、カイト種及びハーディン

種のマンゴウ生果実、及びヒロセレウス・ウンダーツス生果実 
・ パキスタン産シンドリ種及びチョウサ種のマンゴウ生果実 
・ ハワイ産ケイト種及びヘイデン種のマンゴウ生果実、及びソロ種のパパイヤ（Carica 

papaya）生果実 
・ フィリピン産マニラスーパー種のマンゴウ生果実、及びソロ種のパパイヤ生果実 
・ ベトナム産カッチュー種のマンゴウ生果実、及びヒロセレウス・ウンダーツス生果実 
・ マレーシア産ハルマニス種のマンゴウ生果実 

 
１１．諸外国における輸入検疫措置 
（１）輸入禁止措置 
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大韓民国は本種の寄主植物の輸入を禁止している（APQA, 2023）。 
 

（２）検疫措置 
別紙４参照。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Bactrocera cucurbitaeに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため

に、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 

２．対象となる有害動植物 
Bactrocera cucurbitaeを対象とする。 

 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位及

びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 
 

４．対象となる地域 
日本全域を対象とする。 

 
５．開始の結論 

本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかを検討する。なお、以下の（１）～（３）の評価項目を満たしていない場合は、そ

れが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Bactrocera cucurbitaeは、国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

インゲンマメ、カボチャ、スイカ、トマト、ナス等の寄主植物は47都道府県で栽培されてい

ることから、定着及びまん延する潜在性があるおそれがある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

本種は、寄主植物の果実の果皮下に卵を産み、幼虫が果実を加害することにより、発生国に

おいて、多くの被害報告がある。 
したがって、もし、国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼすおそれ

がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本種は、国内未発生であるが、インゲンマメ、カボチャ、スイカ、トマト、ナス等の寄主植

物は国内で広く栽培され、また、果実へ産卵し幼虫は果実を加害することによる被害報告があ

ることから、国内において経済的影響を及ぼすことは否定できない。 
したがって、本種は、検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．農業

生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種は広食性で、寄主植物は国内で広く栽培、自生しており、施設栽培も盛んに行わ

れている。野外での成虫の生存期間は数箇月と長い。また、本種は、過去に鹿児島県奄美

群島及び沖縄県に定着したことがあるが、1993年に根絶防除に成功しており、国内には

定着していない。このため、本種は、国内で生活環を維持できる。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

本種は有害動物のため、評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

本種は、有性生殖を行い、雌成虫は果実に産卵し､１生涯で数百個産卵することが報告

されている。よって、評価基準に基づき２点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好
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適性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

インゲンマメ、カボチャ、スイカ、トマト、ナス等の寄主植物は47都道府県で栽培さ

れているため、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種は、ウリ科、ウルシ科、ナス科、マメ科等の複数の科の植物に寄生することが知

られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

旧北区、東洋区、エチオピア区及びオセアニア区の４区に分布する。よって、評価基

準に基づき４点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の3.7点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）移動距離 

成虫は長距離移動することが知られている。よって、評価基準に基づき５点と評価し

た。 
（イ）年間世代数 

発育期間は温度等の影響を受け変動するが、卵は産卵後１～２日以内にふ化する。幼

虫の発育期間は４～17 日間で、老熟幼虫になると果実から脱出し土中で蛹化する。蛹期

間は７～13 日間で、成虫は１年を通じて発生し、羽化後 10～12 日で交尾し、数箇月生

存する。 
発育零点及び有効積算温度から推定される国内各地における年間世代数は、札幌２世

代、青森３世代、東京５世代、鹿児島６世代、那覇９世代である。よって、評価基準に基

づき５点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

インゲンマメ、キュウリ、スイカ、トマト、ナス等の寄主植物は 47 都道府県で

栽培されており、寄生部位である果実は商品として流通する。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

非農作物を介した重要な人為的分散手段については知られていない。よって本項目は

評価しない。 
 

ウ まん延の可能性の評価結果 
  評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の５点となった。 

 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 
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寄主植物には、インゲンマメ、キュウリ、ササゲ、スイカ、トウガラシ、トマト、ナス

等が含まれ、影響を受ける農作物の産出額の合計は 6,740 億円であることから、評価基

準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

寄主植物であるインゲンマメ、キュウリ、スイカ、トマト、ナス、メロン等は国

内で栽培されており、病害虫リスクアナリシスの実施に関する手順書の付録２の農産物

総産出額のリストに記載されている。また、成虫が果実内に産卵し、幼虫が果実内部を加

害するため、商品価値が大きく失われる。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

国内では、過去に、不妊虫放飼法等による本種の根絶防除事業を実施し、防除

開始から 22 年の歳月と総額 204 億円の防除費用（人件費除く。）をかけ、1993
年に根絶に成功した事例がある。 

（エ）直接的影響の評価結果 
上記２項目の評価点の積は 16 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は４

点となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

寄主植物であるインゲン及びカボチャは「農業保険法」及び「同法施行令」で定める

農作物に該当し、キュウリ、トマト、ナス及びピーマンは「野菜生産出荷安定法施行令」

で定める指定野菜に該当するため、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国は、本種の寄主植物の輸入を禁止している。また、アメリカ合衆国、オース

トラリア及びニュージーランドは、輸出国に対して寄主植物への検疫措置（蒸熱処理、低

温処理等）を要求している。よって評価基準に基づき１点と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５

点となった。 
 
（４）評価における不確実性 

本種の寄主範囲は非常に広いことが知られており、影響を受ける植物については不確実性を

伴う。 
 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は91.7点となり、本種

の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）寄生部位 
卵は寄主植物の果皮下に産み付けられ、幼虫は果実内を加害す

る。また、ウリ科の茎葉を加害することが知られている。 
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（２）国内に入り込む可能性の

ある経路 
 

経路として考えられるものは〔栽植用植物〕及び〔消費用生植

物〕である。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 ウリ科植物の茎葉 〇 

イ 消費用生植物 
果実、ウリ科植物の

茎葉 
〇 

（３）寄主植物の輸入検査量 別紙３参照。 

 
（１）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本種の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

卵の大きさは平均で長さ1.38mm、幅0.28mm で茎の先端部などの軟らかい組織内に

産卵される。幼虫の大きさは1.5～11.5mmで、若い茎や芽等を加害する。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

インゲンマメ、キュウリ、スイカ、トマト、ナス等の寄主植物は 47 都道府県

で栽培されている。よって、輸入品目は栽培用として利用されることから、評価基準に基

づき５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

輸入品目は栽培用として利用され、直接ほ場へ持ち込まれるため有害動物の移動能力

に関わらず、評価基準に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、栽植用植物を経路とした場合の入り込

みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 

イ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本種の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

卵の大きさは平均で長さ1.38mm、幅0.28mm で寄主植物の果皮下や茎等の軟らかい

組織内に産み付けられる。幼虫は果実、茎、芽等を加害する。大きさは1.5～11.5mmで

ある。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

寄主植物は47都道府県に分布しており、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
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成虫は飛翔し、長距離移動することが知られている。よって、評価基準に基づき３点

と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は4.3点であり、消費用生植物を経路とした場合の入

り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 
４．Bactrocera cucurbitaeの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物及び消費用生植物を経路として入り込む可能性がある

と評価した。 
農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 
ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 消費用生植物 高い 高い 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
リスク評価の結果、Bactrocera cucurbitaeはリスク管理措置が必要な検疫有害動物であると判断

されたことから、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う本種の入り込みのリス

クを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．Bactrocera cucurbitaeに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体 
（時期） 

有効性 
実行 
可能性 

①病害虫無発

生地域の設

定及び維持 

国際基準 No. 4
及び No.26 の

規定に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及

び維持する病害虫無発生地

域であれば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理

されることが条件である

が、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
〇 

 
〇 

②病害虫無発

生の生産地

又は生産用

地の設定及

び維持 

国際基準 No. 
10 の規定に基

づき設定及び

維持する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及

び維持する病害虫無発生の

生産地又は生産用地であれ

ば、リスク低減できる可能

性はあるが、当該生産地又

は生産用地に本種が入り込

まないことを確実にする必

要がある。 
 しかし、本種の成虫は

200km飛翔した記録があ

り、飛翔能力が高いため、

緩衝地帯の設定及び物理的

に隔離されたガラスハウス

等の施設での栽培が必要に

なる。 
 なお、生産地又は生産用地

周辺のモニタリング、果実

調査等、複数の管理措置を

組み合わせたシステムズア

プローチの１つの要素とし

て機能し得る。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

× 

 

－ 
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〔実行可能性〕 

 システムズアプローチの１

つの要素として検討するた

めには、輸出国から具体的

に提案される管理措置の内

容を検討する必要がある。 
③システムズ

アプローチ 
国際基準 No. 
14 及び No. 35
の規定に基づ

き実施する。 

 複数の管理措置の組み合わ

せであるシステムズアプロ

ーチについての有効性及び

実行可能性については、輸

出国から具体的に提案され

る管理措置の内容を検討す

る必要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

④栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
 卵はウリ科の実生苗や茎の

組織内に産み付けられ、表

面には産卵痕を生じる。 
 しかし、卵及び幼虫は内部

に寄生するため、寄生初期

段階では発見が極めて困難

なことから、栽培地検査の

みでは、有効ではない。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に検査

されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（栽培中） 

 

× 

 

〇 

⑤熱処理、低

温処理、く

ん 蒸 処 理

（リン化水

素、臭化メ

チル等）及

び放射線照

射処理 

 〔有効性〕 
 アメリカ合衆国、オース

トラリア及びニュージー

ランドは、多くの生果実

について、本種等を対象

に処理基準を設定してい

る。 
 国際基準では、ネットメ

ロン（Cucumis melo var. 
reticulatus）の生果実に

ついて、本種を対象に熱

処理（蒸熱処理）基準が

設定されている（国際基

準No. 28 Annex15）。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
〇 

 
〇 
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 国際基準では、ミバエ科

（Tephritidae）の寄主植

物（生果実及び野菜）に

ついて、放射線照射処理

基準が設定されている

（国際基準No. 28 
Annex7）。 

 処理基準については、そ

のまま本種へ適用できる

か、補完的に別な措置も

適用して実施できるかに

ついては、個別案件ごと

に別途検討する必要があ

る。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に処

理されることが必要であ

るが、実行可能と考えら

れる。 
⑥検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結果、

本種の付着が

ないことを確

認し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕を

生じる。 
 しかし、卵及び幼虫は内部

に寄生するため、寄生初期

段階では発見が極めて困難

であるため、目視検査のみ

では有効ではない。 
 

［実行可能性］ 
 輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

るが、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出時） 

 

× 

 
〇 

⑦輸出入検査

（ 目 視 検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕を

生じる。 
 しかし、卵及び幼虫は内部

に寄生するため、寄生初期

段階では発見が極めて困難

であるため、目視検査のみ

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

× 

 

 

 

× 

 
〇 
 
 
 
〇 



  

16 

有効性      〇：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性    〇：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 
２．経路ごとのBactrocera cucurbitaeに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）栽植用植物、消費用生植物（茎葉）及び消費用生植物（果実） 

ア 検討結果 
病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）は、本種の入り込みのリスクに対して有効

な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域の設定及び維持は、寄主植物の栽培環

境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件ごとに具体的な内容を輸出

国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
熱処理、低温処理、臭化メチルくん蒸及び放射線照射処理（選択肢⑤）は、科学的に有効

であることが証明される検疫処理基準であれば、管理措置として有効である。なお、放射線

照射処理は、現在、日本では食品衛生法（厚生省, 1947）における食品照射の取扱いにおい

て、発芽防止のためのバレイショに対し、コバルト 60（ガンマ線）を 150Gy 照射すること

が認められているが、これ以外は認められていない。 
なお、管理措置の特定に当たっては、本種は、その加害能力及び市場への潜在的影響から

大きな脅威と捉えられ、多くの国及び地域で検疫対象有害動植物として指定され、寄主植物

では有効ではない。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において通常実施

されている検査であり、実

行可能である。 
⑧隔離栽培中

の検査 
輸入後、国内の

施設等におい

て一定期間栽

培し、寄生の有

無を確認する。 

〔有効性〕 
 多年生植物は、一定期間栽

培することにより、本種の

内部寄生の有無を確認でき

る。 
 しかし、本種の成虫は

200km 飛翔した記録がある

ことから、ほ場内にまん延

する可能性があるため、有

効ではない。 
 
〔実行可能性〕 
多年生植物は、隔離栽培中の

検査が実行可能である。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 

× 

 

 
〇 
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の輸入が禁止又は輸出国での検疫措置の実施が求められていることを考慮する必要がある。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物、消費用生植物（茎葉）及び消費用生植物に対する管理措置として、本種の入

り込みのリスクを低減させることが可能であり、かつ、必要以上に貿易制限的でないことを

考慮し、以下の管理措置を特定した。なお、以下のいずれかの管理措置を実施する必要があ

る。 
 

〇 輸出国（輸出前）において、植物防疫機関により設定及び維持された病害虫無発生地域

で輸出対象植物が生産された旨を検査証明書に追記する。 
〇 輸出国（輸出前等）において、以下の処理のうち、国際基準No.28の付属書で採択され

ている処理基準又は２国間合意等による処理基準を適用し、その旨を検査証明書に追記す

る。 
・ 熱処理 
・ 低温処理 
・ 臭化メチルくん蒸処理 

 
なお、病害虫無発生地域等の管理措置については、日本が求める水準を満たすとともに、確

実な実施に関して担保をとる必要がある場合は、２国間合意に基づく必要がある。 
また、輸出国においてこれらの管理措置を的確に講ずることが困難である場合は、本種の入

り込みのリスクが十分に低減されないと判断できるため、輸入禁止措置を講ずる必要がある。 
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別紙１ 
 

Bactrocera cucurbitaeの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア  
  

インド 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Andaman and Nicobar Islands 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Andhra Pradesh 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Assam 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Bihar 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Chhattisgarh 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Delhi 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Gujarat 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Haryana 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Himachal Pradesh 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Jammu and Kashmir 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Karnataka 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Kerala 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Madhya Pradesh 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Maharashtra 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Odisha 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Punjab 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Rajasthan 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Tamil Nadu 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Uttar Pradesh 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Uttarakhand 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
West Bengal 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

インドネシア 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Irian Jaya 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Java 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Kalimantan 発生 EPPO, 2020   

Lesser Sunda Islands 発生 CABI, 2020   
Maluku Islands 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Nusa Tenggara 発生 EPPO, 2020   

Sulawesi 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Sumatra 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

カンボジア 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
シンガポール 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
スリランカ 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
タイ 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
台湾 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
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中華人民共和国 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
雲南省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
海南省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
貴州省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

広西チワン族自治区 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
広東省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
江蘇省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
福建省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
浙江省 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

            四川省 発生 Zhimei et al., 2013  
            湖南省 発生 Zhimei et al., 2013  
                        重慶市 発生 Zhimei et al., 2013  
ネパール 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
パキスタン 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
バングラデシュ 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
東ティモール 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
フィリピン 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
ブータン 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
ブルネイ 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
ベトナム 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
香港 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
マレーシア 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Peninsular Malaysia 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
Sabah 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

Sarawak 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
ミャンマー 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
ラオス 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   

中東    
アフガニスタン 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020   
イラン 発生 2024年に農林水産省植物防疫

所の輸入検査で発見 
追加 

オマーン 発生 Al-Ansari, 2023; Al-Ansari and 
Al-Wahaibi, 2024; Al-Ansari et 
al., 2024 

追加 

アフリカ    

ウガンダ 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

エチオピア 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

カメルーン 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
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2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

ガンビア 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ギニア 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 

 

ケニア 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2014; Meyer et al., 2016; 
EPPO, 2020; CABI, 2020 

 

コートジボアール 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

コンゴ民主共和国 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

シエラレオネ 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 

 

スーダン 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2015; Meyer et al., 2016; 
EPPO, 2020; CABI, 2020 

 

セーシェル 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 

 

セネガル 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ソマリア 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 
 

タンザニア 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

トーゴ 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ナイジェリア 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 

 

ニジェール 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ブルキナファソ 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ブルンジ 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 
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ベナン 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

マラウイ 発生 Meyer et al., 2015; Meyer et al., 
2016 

 

マリ 発生 Meyer et al., 2016; EPPO, 
2020; CABI, 2020 

 

南スーダン 発生 Meyer et al., 2014; EPPO, 
2020 

 

モーリシャス 発生 Meyer et al., 2014; Meyer et al., 
2016; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

モザンビーク 発生 Meyer et al., 2015; Meyer et al., 
2016 

 

レユニオン 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 
 

オセアニア    
オーストラリア領クリスマス島 発生 Woods and Steiner, 2012 

(2016 updated); EPPO, 2020; 
CABI, 2020 

 

北マリアナ諸島 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 ミクロネシア 
キリバス 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 ミクロネシア 
グアム 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 ミクロネシア 
ソロモン諸島 発生 Leblanc et al., 2000; Dhillon et 

al., 2005; EPPO, 2020; CABI, 
2020 

 

ナウル 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020 ミクロネシア 
パプアニューギニア 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020  
ハワイ諸島 発生 EPPO, 2020; CABI, 2020  

 
注） 備考欄の「追加」は、発生国等として令和７（2025）年１月21日改訂時に追加した国又は

地域。 
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別紙２ 
 

Bactrocera cucurbitae の寄主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Diplocyclos palmatus 
(=Bryonopsis laciniosa) 

ウリ科 オキナワスズメウ

リ属 
オキナワスズメウ

リ 
 Meyer et al., 2014; 内川

ら, 2010; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Cucurbita ウリ科 カボチャ属   内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014 

 

Cucurbita maxima ウリ科 カボチャ属 セイヨウカボチャ  Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Cucurbita moschata ウリ科 カボチャ属 カボチャ  Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Cucurbita pepo ウリ科 カボチャ属 ペポカボチャ summer 
squash 

Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; Badii 
et al., 2015; McQuate et 
al., 2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Trichosanthes 
cucumerina 
(=Trichosanthes 
anguina)  

ウリ科 カラスウリ属 ヘビウリ snake gourd Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Trichosanthes ウリ科 カラスウリ属 ヘビウリ snake gourd McQuate et al., 2017 
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cucumerina var. 
anguinea 
Trichosanthes dioica ウリ科 カラスウリ属 ポインテッドゴー

ド 
pointed 
gourd 

McQuate et al., 2017  

Trichosanthes 
laceribractea 

ウリ科 カラスウリ属 オオカラスウリ  内川ら, 2010  

Trichosanthes pilosa  ウリ科 カラスウリ属   Allwood et al., 1999; 内川

ら, 2010; Meyer et al., 
2014; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Trichosanthes 
tricuspidata 

ウリ科 カラスウリ属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2015; 
CABI, 2020 

 

Trichosanthes 
wallichiana 

ウリ科 カラスウリ属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Trichosanthes wawraei ウリ科 カラスウリ属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Cucumis ウリ科 キュウリ属   Allwood et al., 1999  

Cucumis anguria 
(=Cucumis erinaceus, 
Cucumis 
grossulariiformis) 

ウリ科 キュウリ属 ニシインドコキュ

ウリ 
West Indian 
Gherkin 

Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Cucumis dipsaceus ウリ科 キュウリ属 ククミス・ディプ

サケウス 
hedgehog 
gourd 

Liquido et al., 1994; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017 

 

Cucumis ficifolius 
(=Cucumis figarei) 

ウリ科 キュウリ属   Meyer et al., 2014  

Cucumis ウリ科 キュウリ属 
  

Allwood et al., 1999; 
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maderaspatanus 
(=Cucumis 
maderaspatana, Mukia 
maderaspatana) 

Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

Cucumis melo ウリ科 キュウリ属 メロン melon Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2015; Isabirye et al., 
2016; CABI, 2020 

 

Cucumis melo subsp. 
melo 

ウリ科 キュウリ属   McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Cucumis melo var. 
utilissimus 

ウリ科 キュウリ属 シロウリ Oriental 
pickling 
melon 

内川ら., 2010; McQuate 
et al., 2015 

 

Cucumis sativus 
(=Cucumis sativa) 

ウリ科 キュウリ属 キュウリ cucumber Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; Badii et al., 
2015; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Cucumis trigonus ウリ科 キュウリ属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014 

 

Cucumeropsis mannii 
(=Melothria 
sphaerocarpa) 

ウリ科 ククメロプシス属   Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014 

 

Coccinia grandis 
(=Cephalandra indica) 

ウリ科 コッキニア属 コッキニア・グラ

ンディス(ヤサイ

カラスウリ) 

ivy gourd Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 

 

Citrullus colocynthis ウリ科 スイカ属 コロシントウリ  Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; Badii 
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et al., 2015; McQuate et 
al., 2017; CABI, 2020 

Citrullus vulgaris 
(=Citrullus lanatus, 
Citrullus amarus) 

ウリ科 スイカ属 スイカ watermelon Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; Badii et al., 
2015; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Telfairia occidentalis ウリ科 テルフェリア属   Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017 

 

Benincasa fistulosa ウリ科 トウガン属 ベニンカサ・フィ

スツロサ 
 Liquido et al., 1994; 

McQuate et al., 2017 
 

Benincasa hispida ウリ科 トウガン属 トウガン wax gourd Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 内川

ら, 2010; Meyer et al., 
2014; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Cyclanthera pedata ウリ科 バクダンウリ属   Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017 

 

Cucurbitaceae ウリ科   ウリ科  CABI, 2020  

Gymnopetalum 
scabrum 
(=Gymnopetalum 
integrifolium) 

ウリ科 ギムノペタルム属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 

 

Kedrostis leloja ウリ科 ケドロステス属   Meyer et al., 2014  

Zehneria liukiuensis ウリ科 スズメウリ属 クロミノオキナワ

スズメウリ 
 内川ら, 2010; McQuate et 

al., 2015 
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Zehneria mucronata ウリ科 スズメウリ属   McQuate et al., 2017  

Zehneria wallichii 
(=Melothria wallichii) 

ウリ科 スズメウリ属   Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 

 

Momordica balsamina ウリ科 ツルレイシ属 モモルディカ・バ

ルサミナ 
balsam 
apple 

Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Momordica charantia ウリ科 ツルレイシ属 ニガウリ bitter gourd Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Harris et al., 2003; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017; CABI, 2020 

 

Momordica 
cochinchinensis 

ウリ科 ツルレイシ属 ナンバンカラスウ

リ 
 Allwood et al., 1999; 

Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Momordica dioica ウリ科 ツルレイシ属 モモルディカ・デ

ィオイカ 
kankrol, 
spine gourd 

Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Momordica foetida ウリ科 ツルレイシ属   Meyer et al., 2014  

Momordica trifoliolata ウリ科 ツルレイシ属   Meyer et al., 2014  

Sechium edule ウリ科 ハヤトウリ属 ハヤトウリ chayote Meyer et al., 2014; 内川

ら, 2010; McQuate et al., 
2015; CABI, 2020 

 

Luffa acutangula ウリ科 ヘチマ属 トカドヘチマ ridge gourd Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
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2020 

Luffa aegyptiaca 
(=Luffa cylindrica) 

ウリ科 ヘチマ属 ヘチマ sponge 
gourd 

Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2015; CABI, 2020 

 

Lagenaria leucantha 
(=Lagenaria siceraria, 
Lagenaria vulgaris) 

ウリ科 ユウガオ属 ユウガオ bottle gourd Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2015; CABI, 2020 

 

Lagenaria sphaerica ウリ科 ユウガオ属   Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017 

 

Mangifera indica ウルシ科 マンゴウ属 マンゴウ mango Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Anacardium 
occidentale 

ウルシ科 カシューナットノ

キ属 
カシューナッツ cashew Vayssières et al., 2007; 

Meyer et al., 2015; 
McQuate et al., 2017 

 

Averrhoa carambola カタバミ科 ゴレンシ属 ゴレンシ carambola Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; 
McQuate et al., 2017  

 

Ziziphus jujuba 
(=Ziziphus vulgaris, 
Zizyphus sativa) 

クロウメモ

ドキ科 
ナツメ属 ナツメ jujube Allwood et al., 1999; 

CABI, 2018; EPPO, 2020 
 

Ficus erecta クワ科 イチジク属 イヌビワ  McQuate et al., 2017; 
McQuate and Teruya, 
2015 

 

Ficus pumila クワ科 イチジク属 オオイタビ  McQuate et al., 2017; 
McQuate and Teruya, 
2015 
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Hylocereus undatus 
(=Cereus undatus) 

サボテン科 ヒロセレウス属 ヒロセレウス・ウ

ンダーツス 
dragon fruit, 
red pitaya 

岩泉ら, 1995: McQuate 
2010; McQuate et al., 
2017 

 

Terminalia catappa シクンシ科 モモタマナ属 モモタマナ Singapore 
almond 

Harris et al., 2003; 
McQuate et al., 2017 

 

Adenia hondala トケイソウ

科 
アデニア属 アデニア・ホンダ

ラ 
 Tsuruta et al. 1997; 

McQuate et al., 2017 
 

Passiflora edulis トケイソウ

科 
トケイソウ属 クダモノトケイ passion fruit Tsuruta et al., 1997; 

Meyer et al., 2015; CABI, 
2020 

 

Physalis philadelphica 
(=Physalis ixocarpa) 

ナス科 ホオズキ属 オオブドウホオズ

キ 
tomatillo Liquido et al., 1994; 

McQuate et al., 2017; 
EPPO, 2020 

 

Cyphomandra betacea 
(=Pionandra betacea, 
Solanum betaceum, 
Solanum insigne) 

ナス科 コダチトマト属 コダチトマト tamarillo Liquido et al., 1994; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Capsicum annuum ナス科 トウガラシ属 トウガラシ chili pepper, 
sweet 
pepper 

内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2015; Isabirye et al., 
2016; McQuate et al., 
2017 

 

Capsicum frutescens ナス科 トウガラシ属 キダチトウガラシ  Liquido et al., 1994; 
Vayssières et al., 2007; 
内川ら, 2010; Meyer et 
al., 2014; McQuate et al., 
2017 

 

Lycopersicon 
esculentum (=Solanum 
lycopersicum) 

ナス科 トマト属 トマト tomato Liquido et al., 1994; 
Allwood et al., 1999; 
Harris et al., 2003; 内川

ら, 2010; Meyer et al., 
2014; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 

 



  

29 

2017; CABI, 2020 

Solanum aethiopicum ナス科 ナス属 ソラヌム・アエテ

ィオピクム 
scarlet 
eggplant 

Meyer et al., 2015; 
McQuate et al., 2017 

 

Solanum anguivi ナス科 ナス属 ソラヌム・アング

イビ 
 Meyer et al., 2015; 

McQuate et al., 2017 
 

Solanum capsicoides 
(=Solanum 
aculeatissimum) 

ナス科 ナス属 キンギンナスビ  Liquido et al., 1994; 
Harris et al., 2003; 
McQuate et al., 2017 

 

Solanum erianthum 
(=Solanum 
verbascifolium) 

ナス科 ナス属 ヤンバルナスビ  内川ら, 2010; McQuate et 
al., 2015; McQuate et al., 
2017 

 

Solanum linnaeanum ナス科 ナス属 ソラヌム・リンナ

エアヌム 
 McQuate et al., 2017  

Solanum macrocarpon ナス科 ナス属 ソラヌム・マクロ

カルポン 
 Meyer et al., 2015; 

McQuate et al., 2017 
 

Solanum mauritianum ナス科 ナス属 ダイオウナスビ  McQuate et al., 2017  

Solanum melongena ナス科 ナス属 ナス eggplant Liquido et al., 1994; 内川

ら, 2010; McQuate et al., 
2015; McQuate et al., 
2017 

 

Solanum nigrum ナス科 ナス属 イヌホオズキ black 
nightshade 

Liquido et al., 1994; 
Meyer et al., 2015; 
McQuate et al., 2017 

 

Solanum 
pseudocapsicum 

ナス科 ナス属 タマサンゴ Jerusalem 
cherry 

McQuate et al., 2017  

Solanum sessiliflorum ナス科 ナス属 ソラヌム・セッシ

リフロルム 
 McQuate et al., 2017  

Solanum trilobatum ナス科 ナス属 ソラヌム・トリロ

バツム 
 Allwood et al., 1999; 

McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 
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Carica papaya パパイア科 パパイヤ属 パパイヤ papaya Meyer et al., 2014; 内川

ら, McQuate et al., 2015; 
Isabirye et al., 2016; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Annona senegalensis バンレイシ

科 
バンレイシ属 アンノナ・セネガ

レンシス 
African 
custard-
apple 

Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; 
Isabirye et al., 2016; 
McQuate et al., 2017 

 

Tetrastigma 
leucostaphylum 
(=Tetrastigma 
lanceolarium) 
 

ブドウ科 ミツバカズラ属 テトラスティグ

マ・レウコスタフ

ィルム 

 Allwood et al., 1999; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Psidium guajava フトモモ科 バンジロウ属 バンジロウ guava Allwood et al., 1999; 
McQuate et al., 2017; 
CABI, 2020 

 

Strychnos spinosa マチン科 マチン属 ストリクノス・ス

ピノサ 
 Badii et al., 2015; 

McQuate et al., 2017 
 

Cajanus cajan マメ科 キマメ属 キマメ pigeon pea White and Elson-Harris, 
1992 

 

Phaseolus vulgaris マメ科 インゲン属 インゲンマメ common 
bean, 
kidney bean 

Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 

 

Vigna unguiculata 
(=Vigna sinensis) 

マメ科 ササゲ属 ササゲ cowpea Allwood et al., 1999; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 

 

Vigna unguiculata 
subsp. unguiculata 

マメ科 ササゲ属 ササゲ cowpea Allwood et al., 1999; 
CABI, 2020 

 

Lablab purpureus 
(=Dolichos lablab) 

マメ科 コウシュンフジマ

メ属 
フジマメ hyacinth 

bean 
McQuate et al., 2017; 植
物防疫所 (2019)(2018 年

3 回、2019 年 2 回) 
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Citrus sinensis ミカン科 ミカン属 スウィートオレン

ジ 
sweet 
orange 

Vayssières et al., 2007; 
Meyer et al., 2014; CABI, 
2020 
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別紙３ 
 

Bactrocera cucurbitae の寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（発生国からの貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物（ウリ科植物に限る。） 

輸入検査実績なし。 
 
（２）消費用生植物（生果実） 

単位（数量）：kg 
イタリックの国名は、当該植物が２国間の条件付きとして輸入されている対象国 

植物名 生産国 
2021 2022 2023 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏﾝ) 

ｵﾏｰﾝ     1 1     

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ) ｵﾏｰﾝ 6 8,500         

Carica papaya(ﾊﾟﾊﾟｲ
ﾔ) 

ﾊﾜｲ諸

島 105 160,740 121 157,910 152 156,318 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 221 927,533 239 864,756 269 919,867 
台湾 1 2,094         

Coccinia 
grandis(=Coccinia 
indica,Cephalandra 
indica)(ｺｯｷﾆｱ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ
ｨｽ(ﾔｻｲｶﾗｽｳﾘ)) 

ｲﾗﾝ         2 201 

Cucumis 
melo(=Bryonia 
collosa)(ﾒﾛﾝ) 

ｲﾗﾝ         1 6 

Cucumis sativus(ｷｭｳ
ﾘ) ｲﾗﾝ     7 7 5 5 

Cyphomandra 
betacea(=Pionandra 
betacea,=Solanum 
insigne)(ｺﾀﾞﾁﾄﾏﾄ(ﾀﾏﾘ
ﾛ)) 

ﾈﾊﾟｰﾙ 1 1         

Dolichos lablab(ﾌｼﾞﾏ
ﾒ) ｵﾏｰﾝ         1 110 
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Hylocereus undatus * 
costaricensis(ﾋﾛｾﾚｳ
ｽ･ｳﾝﾀﾞｰﾂｽ*ｺｽﾀﾘｹﾝｼｽ
雑種) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ 314 1,235,983 279 1,057,596 157 663,838 

Hylocereus 
undatus(ﾋﾛｾﾚｳｽ・ｳﾝ

ﾀﾞｰﾂｽ(ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌﾙｰﾂ. ﾚ
ｯﾄﾞﾋﾟﾀﾔ)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ 286 1,048,736 245 952,237 179 783,882 

Mangifera indica(ﾏﾝ
ｺﾞｳ(ﾏﾝｺﾞｰ)) 

ｲﾝﾄﾞ 41 57,426 48 47,288 64 52,481 
ﾀｲ 582 1,155,600 577 913,289 868 985,932 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ 53 244,027 66 146,796 75 187,909 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 32 59,008 8 5,860 12 11,243 
ﾍﾞﾄﾅﾑ 227 596,901 189 852,593 278 1,072,366 
台湾 343 860,499 259 522,669 297 719,487 

Phaseolus vulgaris(ｲ
ﾝｹﾞﾝﾏﾒ) ｵﾏｰﾝ 291 511,426 219 497,404 267 657,312 

Physalis(ﾎｵｽﾞｷ属) 
ﾀｲ     1 1     
中国 3 3 13 40 39 51 

Terminalia(ﾓﾓﾀﾏﾅ属) ﾀｲ         1 1 

Trichosanthes 
dioica(ﾎﾟｲﾝﾃｯﾄﾞｺﾞｰ
ﾄﾞ) 

ｲﾗﾝ         1 110 

Vigna(ｻｻｹﾞ属) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ     1 1     
 
（３）消費用生植物（野菜）（ウリ科植物に限る。） 

輸入検査実績なし。 
 
（４）消費用生植物（切花）（ウリ科植物に限る。） 

輸入検査実績なし。 
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別紙４ 
 

諸外国における輸入検疫措置の詳細 
 

輸入国 検疫措置 対象品目 
（生果実） 対象病害虫 処理基準 根拠文献 

アメリカ合衆

国 
低温処理 ・ 台湾産レイシ、リュウガン

及びゴレンシ 
・ 中華人民共和国産レイ

シ、リュウガン 
・ インド産レイシ 

・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ Conopomorpha sinensis 

以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度１℃以下で17日

間 
・ 果実中心温度1.38℃以下で20
日間 

USDA, 2024a 

熱処理（蒸

熱処理） 
ハワイ産パイナップル及び

Vasconcellea pubescens 
・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ Ceratitis capitata 

果実中心温度44.4℃以上で８時間

45分間 
USDA, 2024a; 
USDA, 2024b 

ハワイ産パパイヤ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ Ceratitis capitata 

以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度44.4℃以上で８

時間45分間 
・ 果実中心温度47.2℃まで４時

間で上昇 

USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  

熱処理（強

制通風処

理） 

ハワイ産パパイヤ及びカンキ

ツ属 
・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ Ceratitis capitata 

果実中心温度47.2℃まで４時間で

上げ、その温度で５分間 
USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  

臭化メチル

くん蒸処理 
・ フィリピン産アボカド 
・ ハワイ産アボカド 

・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ Ceratitis capitata 

32 g/㎥の臭化メチルを使用し、

21.2℃以上、0.5時間後の最低濃度

が26g/㎥、２時間後が16g/㎥、４

時間後が14g/㎥ 

USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  

臭化メチル

くん蒸処理

＋低温処理 

ハワイ産アボカド ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ B. tryoni 

以下のいずれかの基準で処理。 
・ 32 g/㎥の臭化メチルを使用

し、21.2℃以上で２時間 ＋ 0.56

USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  
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・ Ceratitis capitata 
 

～2.77℃で４日間又は3.33～
8.33℃で11日間 

・ 32 g/㎥の臭化メチルを使用

し、21.2℃以上で2.5時間 ＋ 
1.11～4.44℃で４日間、5.0～
8.33℃で６日間又は8.88～
13.33℃で10日間 

 
・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ B. tryoni 
・ Ceratitis capitata 
・ Brevipalpus chiliensis 

・ 32 g/㎥の臭化メチルを使用

し、21.2℃以上で３時間 ＋ 6.11～
8.33℃で３日間又は8.88～13.33℃
で６日間 

USDA, 2024a; 
USDA, 2024b 

放射線照射

処理 
ハワイ産パパイヤ、レイシ、ト

マト等22品目 
・ ベトナム産ポメロ 

ミバエ科の全ミバエ 150Gy以上（1,000Gyを超過しな

い） 
USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  

ハワイ産マンゴウ ・ ミバエ科の全ミバエ 
・ Sternochetus mangiferae 

300Gy以上（1,000Gyを超過しな

い） 
USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  

・ タイ産マンゴウ、レイシ等

８品目 
・ ベトナム産マンゴウ、リュ

ウガン等６品目 
・ インド産マンゴウ及びザ

クロ 
・ パキスタン産マンゴウ 
・ ハワイ産マンゴスチン、バ

ンジロウ等10品目 

・ ミバエ科の全ミバエ 
・ チョウ目の成虫・蛹を除く

害虫 

400Gy以上（1,000Gyを超過しな

い） 
USDA, 2024a; 
USDA, 2024b  
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オーストラリ

ア 
低温処理 ・ 中華人民共和国産レイシ 

・ 台湾産レイシ 
・ タイ産レイシ 

ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度0.99℃以下で17
日間 

・ 果実中心温度1.38℃以下で20
日間 

BICON, 2024 

・ 中華人民共和国産リュウ

ガン 
・ タイ産リュウガン 

ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 
・ 防除を実施している園地の場

合：果実中心温度0.99℃以下で

15日間又は果実中心温度1.38℃
以下で18日間 

・ 防除を実施していない園地の

場合：果実中心温度0.99℃以下

で17日間又は果実中心温度

1.38℃以下で20日間 

BICON, 2024 

熱処理（蒸

熱処理） 
ベトナム産ヒロセレウス属 ・ 本種 

・ Bactrocera dorsalis 
・ B. correcta 

果実中心温度46.5℃以上で40分間

（庫内湿度90%以上） 
BICON, 2024 

中華人民共和国産リュウガン

及びレイシ 
ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 

・ 果実中心温度47℃以上で15
分間 

・ 果実中心温度46℃以上で20
分間 

BICON, 2024 

ニュージーラ

ンド 
低温処理 台湾産レイシ ・ 本種 

・ Bactrocera dorsalis 
以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度1.0℃以下で17
日間 

・ 果実中心温度1.38℃以下で20
日間 

MPI, 2024 

タイ産レイシ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 

以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度1.0℃以下で17

MPI, 2024 
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日間 
・ 果実中心温度1.38℃以下で20
日間 

熱処理（蒸

熱処理） 
タイ産レイシ ・ 本種 

・ Bactrocera dorsalis 
室温から47℃まで上げ、その温度

で20分間 
MPI, 2024 

ベトナム産マンゴウ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ B. carambolae  
・ B. correcta 
・ B. tau 
・ B. tuberculate 
・ B. zonata 

以下のいずれかの基準で処理。 
・ 果実中心温度46.5℃以上で30
分間 

・ 果実中心温度47℃以上で20
分間 

MPI, 2024 

インド産マンゴウ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ B. caryeae 
・ B. correcta 
・ B. diversa 
・ B. tau 
・ B. zonata 

果実中心温度48℃以上で20分間 MPI, 2024 

熱処理（蒸

熱処理）＋

低温処理 

台湾産レイシ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 

果実中心温度46.2℃以上で20分

間、その後、果実中心温度２℃以

下で42時間 
 

MPI, 2024 

放射線照射

処理 
タイ産レイシ ・ 本種 

・ Bactrocera dorsalis 
・ Conogethes punctiferalis 

289Gy以上 MPI, 2024 

ベトナム産マンゴウ ・ 本種 
・ Bactrocera dorsalis 
・ B. carambolae 

400Gy以上 MPI, 2024 
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・ B. correcta 
・ B. tau 
・ B. tuberculate 
・ B. zonata 

国際基準 No. 
28 Annex15 

熱処理（蒸

熱処理） 
網メロン（Cucumis melo var. 
reticulatus） 

本種 庫内温度を室温から46℃以上に上

げ、３～５時間で果実中心温度を

45℃まで上昇させ、その温度以上

で30分間（庫内温度46℃以上・

相対湿度95%以上） 

FAO, 2016 

国際基準 No. 
28 Annex7 

放射線照射

処理 
ミバエ科の寄主植物（生果実

及び野菜） 
ミバエ科 最低150Gy照射 FAO, 2021 
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